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M8×80 (上下貫通)
サドル 1 個に 2 本

① 側面図 (正面のベンチ、ベンチの横から見る。左が柱の通り = 背もたれ側)
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座る人の側 ↓   角は R15 で丸め、縁は面取り

② 天板 上から (下の受け・立ち上がりは点線)
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③ 正面 (受けは天板の下に隠れる)

部材 材料 長さ 数 加工・備考

腕 (正面) 角パイプ 50×30 t1.6 743 3 縦使い。サドルの位置に φ9 を上下貫通 2 か所 × 2

腕 (道路側) 角パイプ 50×30 t1.6 645 2 同上

立ち上がり 角パイプ 50×30 t1.6 271 5 腕の先の上面に直角に溶接 (腕の先から芯 25)

受け 角パイプ 50×30 t1.6 (横使い) 165 5 上 φ5・下 φ10 × 3 (立ち上がりより手前)。芯は先から 30

天板 防腐 1x8 (19×184) 300 5 φ90 のカップ穴 (ホールソー)。角 R15、縁は面取り、木口に防腐剤

サドル LABO J-1S 10 座板を下に向けて腕の上面に当てる

ボルト M8×80 + ナット + 座金 2 20 サドル 1 個に 2 本

ビス 木ねじ 3.8×25 前後 15 受けの下の φ10 からドライバーを入れて天板へ

材料の合計: 50×30 約 5.7 m (切断表の K 番号)

④ 部材 (5 台分)

1. 受け (50×30 横使い) の上の面に φ5、下の面に φ10 を 3 か所ずつ (同じ位置)

2. 立ち上がりの頭を受けの下の面に直角に突き合わせて溶接 (全周)。芯は受けの先から 30

3. 腕の先 (芯 25) の上面に立ち上がりの下端を直角に溶接 (全周)

4. サドルを受けに当てて穴の位置を現物合わせ → 腕に φ9 を上下貫通

5. 錆止め → 黒。受けの単管は亜鉛めっきなので溶接しない

6. 天板: 角を R15 に丸め、縁を面取り、φ90 のカップ穴。防腐剤のあと乾かして塗装

7. 天板を受けに載せ、下の φ10 からドライバーを入れて木ねじ 3 本

8. 左右の位置はサドルを緩めて動かせる。ベンチの角パイプ (柱の両脇) とは重ねない

9. 上は木の板だけなので雨は流れ、ぶつかる縁も木だけ

⑤ 作り方・注意

ミニテーブル 製作図
角パイプ 50×30 t1.6 (腕・立ち上がり・受け) を溶接して黒塗装、天板は防腐 1x8。5 台 (正面 3・道路側 2)。単位 mm


